教育実習実施要項
岐阜市教育委員会学校指導課
１  教育実習生の条件
  （１）将来，教員を志望するもの
  （２）心身ともに健康で，教員としての適性を有する者　　
  （３）当教育委員会が教育実習を承認する者　
      　　・当市立学校の出身者
      　　・当内に設置されている大学の在学生
      　　・その他，当教育委員会の認める者
２　大学の責務
  教育実習は大学の授業の一環として行われるものであるから，次の配慮をすること。
  （１）事前指導を十全に行う。
  （２）教育実習期間中に指導教官を実習校に派遣し，教育実習生の指導にあたる。

    （昭和２６年８月２日文部省）
  （３）教育実習に伴う諸経費は，大学が負担する。
  （４）実習校とは十分に連携をとり，教育実習生受け入れに伴う混乱等の軽減に努める。
３  手続き
（１）当教育委員会への教育実習希望申請／本人
ア　当教育委員会学校指導課へ本人が出向し教育実習希望申請を行なう。
イ　教育実習生の条件に照合して適格かどうかの簡単な面接を受ける。
（２）実習希望校での内諾／本人
ア　教育実習希望校に出向し，時期等を含めて教育実習生受け入れの内諾を得る。（内諾書の交付を受ける。）
イ　内諾書の様式は大学にあるものを使用する。

 （３）教育実習依頼申請書提出／大学
ア　教育実習希望校で交付された内諾書を大学に提出し，その旨報告する。
イ  大学長名で岐阜市教育委員会教育長あてに次の書類を発送する。
○教育実習申請書（様式は大学にあるものでよい。）
○実習校の内諾書の写し  １部
○返信用封筒（切手貼付）
     　　　　※上記の手続きを，前年度の１月末までに完了する。

（４）教育実習受け入れ承認の回答及び通知／教育委員会
教育実習依頼申請に対して，当教育委員会は大学長宛教育実習承認の回答をするとともに，実習校宛教育実習生受け入れの通知をする。

 （５）承認通知の確認／本人
ア　当該年度早々に実習校に連絡し，（４）の手続きの完了を確認する。
イ　教育実習の１週間以上前に実習校に出向し，実習計画及び日程を確認する。
 （６）実習校との連携／大学
ア　大学は，事前打合せ・事前指導及び事後指導を行う。
イ  教育実習を取りやめる場合は，必ず教育委員会と実習校に本人及び大学が文書でその旨連絡する。
